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   This report deals with a case of urethral divcrticulum with stone arising in the anterior 
urethra at peno-scrotal junction in a 67 years old Japanese male. Considering the clinical 
history and histological findings, this  diverticulum was assumed to be a congenital one. The 
stone weighed 19 gm  (2.5  x3.9  x  2.0cm) of which main component was phosphatic alculus. 
   The domestic literatures were reviewed and seventy-nine cases of diverticulum of the 
male urethra so far reported have been tabulated by location and etiology. Forty of them 
were found to be congenital and twenty-four were found to be acquired diverticula. Thirty-
seven out of the eighty-two diverticula were associated with stone.
緒 言
慈大 泌尿器科教室 では先に安藤 等1)(1958)が
先 天性 男子尿道憩室 の2例 を報告 したが,最 近
更に先天性 と思 われ る結石を合併 した男子 尿道















































98 南 ・小柴 ・増田一男子尿道憩室結石の1例
癒 着 を認 め ず,触 診時 軽 度 の圧 痛 を伴 う 形 は ほ ぼ 卵
形 で あ るが 一 部 凹 凸不 平 で あ り,後 方 がや や 細 く突 出
して い る,
そ の他 陰 茎,陰 嚢 内 容 に特 に 異 常 を認 め ず,前 立腺
も直 腸 診 で は正 常 で あつ た.
諸 検 査成 績=
X線 所 見 単 純 撮 影に て 腫瘤 部 にほ ぼ 卵 形 の結 石 陰
影 を 認 め,そ の大 き さは 正 面像 で3.4>(2.6cm,斜位 像
(図2)で4.1×2.6crnの大 きさで あ る.
尿道 撮 影 で は外 尿 道 口よ り約5ccの 造 影 剤 を 注 入
し た ところ で強 い 抵 抗 を感 じ,又,疹痛 も著 明な た めそ
れ 以上 の 注 入 は 出来 なか つ た.X線 写 真 で は 造 影 剤は
結 石 の部 分 でつ か え てお り,一 部 は結 石 周 囲 に入 つ て
い るが,そ れ よ り上 部 の尿 道 には 造 影 剤 は 見 られ な い
(図3)
LV.P.で は上 部 尿 路 はほ ぼ 正 常 で あ るが,左 腎 下
極部 に0.8×0.3cm大の 結 石様 陰 影 が認 め られ る(図
4)
尿 所 見 黄 色,微 々濁.
比 重1,020,pH5.0,蛋 白(少),糖(一),上 皮 細
胞(+),赤 血球(1-2/hpf)。膿 球(+),細 菌(一).
血 液所 見
赤 血 球412×104.白血 球8,800血 色 素14.89/d1.
ヘ マ トク リッ ト33%赤 沈 値,1時 間8,2時 間
18.W氏 反 応(一)
血 液 化学 検査BUN21mg/dl
Na146mEq/L。Cl111mEq/L
K4.8mEq/LCa5.OmEq/L




α2一グ ロ ブ リン7%
β一グ ロブ リソ13%
γ一グ ロブ リソ20%
肝 機 能 検 査
総 コ レス テ ロ ・ール170mg/d1
ア ル カ リ ・フ ォス ファ タ ー ゼL5単 位
トラ ソス ア ミナ ー ゼ
G,O.T.
G.P.T.
チ モ ール 混 濁試 験
腎 機能 検 査
P.S.P.15分15%
2時 間 合 計50%










































所見 と病歴を詳 しく調 らべて参考にする必要が
ある.従来組織学的に正常尿道の全層を認めて
いるものを真性憩室 とし,薄 い上皮に覆れた線
維性組織より成る場合を仮性憩室と し て分 類





ょっても指摘 されてお り,又,逆 に先天性憩室
でも全層を認めない場合 もある.尚,先 天性の
ものは前部尿道に限 られ,後 天性のものは後部
































の如 くで,前 部尿道,後 部尿道共に先 天 性の
ものが多い数字を示 している.次 に年 令 別 の
頻 度 を見 る と表3の 如 くで,先 天性のもの










報儲 摯酬 部 略 原 因


















































































































100 南 ・小柴 ・増田一男子尿道憩室結石の1例
に同数 となつ ている.次 に結石の合 併の有無 を
見 ると表4の 如 くで,82個の憩室中37個(45.1
%)に 結石 を合 餅 しているので,本 症例は本邦
37例目の男子尿道憩室結石 と云 える.原 因別 に
見 ると先天性 の もの41個中18個(43.9%),後
天性の もの23個中11個(47.8%),又,部位別
に見 ると前部 尿道憩室 の55個中25個(45.4%),
後部尿道憩室 の22個中9個(40.9%)に 結石 を
合 併 してお り,何 れ も有意 の差 を認 めず,尿 道
憩室が存在 する場合,原 因や部位 の如何 にかか
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